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平成２７年度

第３回出雲市議会（定例会）報告

本会議（開会、議案上程・説明、採
決）、決算特別委員会

本会議（一般質問・１日目）

本会議（一般質問・２日目）

本会議（一般質問・３日目、議案質疑、
委員会付託）、決算特別委員会

総務委員会

文教厚生委員会（１日目）

環境経済委員会

８月３１日（月）

９月３日（木）

９月４日（金）

９月７日（月）

９月９日（水）

９月１０日（木）

９月１１日（金）

建設水道委員会

予算特別委員会

文教厚生委員会（２日目）

決算特別委員会（１日目）

決算特別委員会（２日目）

決算特別委員会（３日目）

本会議（委員長報告、質疑、討論、議
案上程・説明、採決、閉会）

９月１４日（月）

９月１５日（火）

９月１６日（水）

９月１７日（木）

９月１８日（金）

９月２４日（木）

９月２９日（火）

開会 平成２７年（２０１５）８月３１日（月） 閉会 平成２７年（２０１５）９月２９日（火） 会期３０日間

議議会会のの動動きき

平成２７年８月３１日から９月定例市議会が開催されました。
決算特別委員会が設置され、平成２６年度決算の審査に熱い論
戦が行われました。

議議議議議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会会会会会のののののののののののののののののの動動動動動動動動動動動動動動動動動動きききききききききききききききききき

９月定例会では、「出雲市個人情報保護条例の一部を改正する条例」などの条例案件９件、

「公の施設の指定管理者の指定について」などの一般案件３８件、「平成２７年度（２０１５）出雲市一

般会計第３回補正予算」などの予算案件２件、「平成２６年度（２０１４）出雲市一般会計歳入歳出決

算認定について」などの決算案件１９件の議案が執行部から提案され、すべての議案について原

案のとおり可決・認定するとともに、人権擁護委員の候補者８名について推薦に同意しました。

また、提出された請願のうち、「環太平洋パートナーシップ（TPP）協定に関する意見書を政

府等に提出することを求める請願」を全員賛成で採択し、「環太平洋パートナーシップ（TPP）

協定に関する意見書」を安倍晋三内閣総理大臣ほか政府関係機関へ提出することを決めました。

会 期 日 程
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８月１７日（月） 国県道対策協議会、県河川対策協議会

１９日（水） 一畑電車沿線議員連絡協議会総会

２０日（木） 森林・林産業対策協議会

２１日（金） 環境経済委員会協議会

２４日（月） 議会運営委員会、島根県市議会議長会

事務局長会議

２５日（火） 芸術文化振興議員連盟

２６日（水）～２７日（木）

広報委員会行政視察

３１日（月） 議会運営委員会、全員協議会

９月７日（月） 広報委員会

１６日（水） 総務委員会協議会

２５日（金） 議会運営委員会、理事会

２７日（日） 映画で出雲を盛りあげる議員連盟

２８日（月） 総務委員会協議会・原子力発電・新エネル

ギー調査特別委員会合同協議会

２９日（火） 全員協議会

３０日（水） 県河川対策協議会

１０月５日（月）～７日（水）

総務委員会行政視察

６日（火） 全国自治体病院経営都市議会協議会正副

会長・監事・相談役会議

６日（火）～８日（木）

文教厚生委員会行政視察、建設水道委員

会行政視察

８日（木） 全国散居村サミット

１３日（火）～１５日（木）

環境経済委員会行政視察

１６日（金） 理事会、スポーツ振興議員連盟、広報委

員会、原子力発電・新エネルギー調査特

別委員会

１７日（土） 島根県東部４市議会議員研修会

１９日（月） 島根県市議会議長会秋季定期総会

１９日（月）～２１日（水）

行財政改革特別委員会行政視察

２３日（金） 広報委員会

２６日（月） 中海・宍道湖圏域市議会議長会 島根県

知事要望

２６日（月）～２８日（水）

議会運営委員会行政視察

２７日（火） 第６回山陰都市連携協議会

２９日（木） 第１１回地域医療政策セミナー、農政議員

連盟

３０日（金） 議会運営委員会、全員協議会、総務委員

会協議会

今後の本会議および委員会の開催予定

平成２７年度 １２月定例市議会 会期日程（案）

１２月１日（火） 本会議（開会、議案上程・説明）
３日（木） 本会議（一般質問・１日目）
４日（金） 本会議（一般質問・２日目）
７日（月） 本会議（一般質問・３日目）
８日（火） 本会議（一般質問・４日目、議案質疑、

委員会付託）
９日（水） 総務委員会

１０日（木） 文教厚生委員会
１１日（金） 環境経済委員会
１４日（月） 建設水道委員会
１５日（火） 予算特別委員会（１日目）
１６日（水） 予算特別委員会（２日目）
１８日（金） 本会議（委員長報告、討論、採決、閉会）

※一般質問を行う議員数により１２月８日の日程が７日に繰り上がることがあります。

議会活動（８月１１日～１１月８日に開催された会議）

議議会会活活動動・・議議会会日日程程
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米山広志 議員 （５ページ）

◎国宝松江城
・出雲市コミュニティセンターの雇用形態、職員体制の
あり方

・マタハラ・パワハラ・セクハラについて問う

珍部全吾 議員 （５ページ）

◎地方創生出雲版
・出雲においての戦中、戦後の歴史教育

川上幸博 議員 （６ページ）

・空家対策の現状と今後の対応
その

◎薗の長浜土砂管理計画（案）
・学力調査

板倉一郎 議員 （６ページ）

◎子どもの快適な教育環境
・市の環境美化活動

福代秀洋 議員 （７ページ）

◎旧出雲市北部地域の道路整備

大谷良治 議員 （７ページ）

◎平田小学校屋内運動場
・子ども子育て（出産）

岸 道三 議員 （８ページ）

・公立学校施設におけるエアコンの整備
◎地域におけるバス交通の確保

井原 優 議員 （８ページ）

◎介護保険制度
・マイナンバー制度
・高齢者福祉タクシー

福島孝雄 議員 （９ページ）

◎マイナンバー制度の取り組み
・出雲市の農業の動向

多々納剛人 議員 （９ページ）

◎一級河川斐伊川の河川区域内に残されている民有地に
ついて伺う

・自治会等応援条例の実効性確保に向けた今後の取り組
みを伺う

大場利信 議員 （１０ページ）

・出雲市での今後の医療の供給体制
◎日本語指導が必要な児童・生徒に対する日本語教育
の実施

松村豪人 議員 （１０ページ）

◎市立総合医療センターの運営状況は

保科孝充 議員 （１１ページ）

◎地域を守る消防団活動の活性化
・斐川町新川周辺道路等の計画的な整備

寺本淳一 議員 （１１ページ）

◎出雲市学校施設整備・耐震化事業
・出雲市文化・スポーツ活動激励金の対象大会拡充

板垣成二 議員 （１２ページ）

◎空家対策

小村吉一 議員 （１２ページ）

◎公共施設の使用料の見直しを問う～コミュニティセン
ター・学校施設を中心に～

・「子ども・子育て支援事業計画」について問う

湯淺啓史 議員 （１３ページ）

・「ふるさと教育」および「キャリア教育」の考え方と
実績

◎出雲科学館の活用

神門 至 議員 （１３ページ）

◎安心して暮らせる高齢者支援
・多伎町海洋観光開発株式会社株の無償譲渡

伊藤繁満 議員 （１４ページ）

◎指定管理者制度の適正な運用と課題について伺う

原 正雄 議員 （１４ページ）

◎十間川の改修促進
・神戸川左岸堤防とR９号線間の地域の交通対策
・水源涵養の森林整備

勝部順子 議員 （１５ページ）

・いじめ防止の取り組み
◎地域の防災力向上のために、「防災士」の養成を

一一般般質質問問

９月定例市議会では２１人の議員がそれぞれ以下の項目について質問を行いました。１人１問ずつ選
んで（◎印のもの）掲載しています。なお、原稿は質問した議員自身が要旨をまとめたものです。

一 般 質 問市政のここが聞きたい
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問

松
江
城
は
、
１
６
１
１
年
（
慶

長
１６
年
）
に
築
城
さ
れ
ま
し
た
。
日

本
の
城
は
明
治
初
期
、
新
政
府
の
廃

城
令
に
伴
い
、
各
地
で
取
り
壊
さ
れ

ま
し
た
。
松
江
城
も
民
間
に
払
い
下

げ
ら
れ
、
解
体
寸
前
で
し
た
。
明
治

８
年
、
旧
藩
士
高
城
権
八
、
出
雲
市

斐
川
町
坂
田
（
旧
出
東
村
坂
田
）
の

勝
部
本
右
衛
門
が
買
い
戻
し
、
保
存

が
決
定
し
ま
し
た
。

①
当
時
の
出
雲
の
社
会
生
活

②
出
雲
市
民
へ
の
周
知
・
広
報

市
民
文
化
部
長

①
明
治
６
年
に

は
、
税
額
を
定
め
る
た
め
の
地
租
改

正
や
徴
兵
告
諭
に
反
対
す
る
農
民
一

か
ん
ど
ぐ
ん

た
て
ぬ
い
ぐ
ん

揆
が
神
門
郡
、
楯
縫
郡
で
起
こ
っ
て

い
ま
す
。
同
年
８
月
３０
日
の
暴
風
雨

に
よ
り
甚
大
な
被
害
が
出
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
勝
部
本
右
衛
門
は
被

災
者
救
護
の
施
設
を
建
て
た
り
、
災

害
復
旧
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
勝
部
本
右
衛
門
の
業
績
に
つ
い
て

は
、
出
雲
市
教
育
委
員
会
で
作
成
し

た
小
学
校
の
副
読
本
「
わ
た
し
た
ち

の
出
雲
市
」
や
、
市
民
を
対
象
と
し

た
生
涯
学
習
講
座
な
ど
で
取
り
上
げ

て
い
ま
す
。

問

出
雲
市
版
地
方
創
生
の
骨
子

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
が
、
内
容
は
、

新
し
い
政
策
は
見
当
た
ら
ず
、
今
ま

で
の
継
続
事
業
の
よ
う
な
も
の
が
羅

列
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
国

に
採
用
さ
れ
る
と
考
え
て
お
ら
れ
ま

す
か
。

ま
た
、
私
は
以
前
よ
り
、
こ
の
地

域
の
充
実
し
た
医
療
施
設
を
有
効
に

活
用
し
、
他
県
よ
り
移
住
し
て
も
ら

う
た
め
に
、
観
光
な
ど
と
合
体
さ
せ

た
「
医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
提
言
を

し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
対
す
る

市
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

市
長

地
方
創
生
出
雲
版
は
人
口
減

に
歯
止
め
を
か
け
、
新
し
い
人
の
流

れ
を
起
こ
し
て
い
く
取
り
組
み
を
し

て
い
ま
す
。
総
合
振
興
計
画
「
出
雲

未
来
図
」
を
は
じ
め
と
す
る
既
存
計

画
と
と
も
に
、
市
民
・
地
域
・
団

体
・
企
業
・
行
政
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
協
力
し
、
当
市
の
課
題
の
解
決
に

取
り
組
み
ま
す
。

医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
、

人
間
ド
ッ
ク
な
ど
を
盛
り
込
み
、
総

合
医
療
セ
ン
タ
ー
で
の
受
け
入
れ
を

検
討
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

国
宝
松
江
城

勝
部
本
右
衛
門
父
子
の
功
績

出
雲
市
版
地
方
創
生
に
つ
い
て
伺
う

米 山 弘 志

市内の医療施設を活用した地方創生を

一一般般質質問問

珍 部 全 吾
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問

白
砂
青
松
の
地
と
言
わ
れ
た

長
浜
海
岸
が
波
浪
に
よ
り
、
浸
食
が

進
ん
で
い
ま
す
。
海
岸
保
全
策
と
し

て
、
県
よ
り
土
砂
管
理
計
画
（
案
）
が

示
さ
れ
ま
し
た
。
事
業
化
へ
向
け
た

今
後
の
取
り
組
み
計
画
と
土
砂
管
理

を
行
う
上
で
の
課
題
を
伺
い
ま
す
。

都
市
建
設
部
長

外
園
海
岸
の
浸
食

進
行
を
防
止
す
る
た
め
に
、
海
岸
の

土
砂
の
動
態
を
把
握
し
、
人
工
的
に

よ
う
ひ
ん

砂
を
戻
し
て
養
浜
を
主
と
し
た
浸
食

防
止
対
策
を
実
施
し
砂
浜
を
保
全
す

る
た
め
土
砂
管
理
計
画
（
案
）
が
策

定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
計
画
案
で

は
、
養
浜
の
材
料
で
あ
る
砂
の
粒
形

や
養
浜
場
所
の
違
い
な
ど
の
効
果
を

検
証
し
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
こ

の
地
域
に
対
し
計
画
の
説
明
を
行

い
、
関
係
機
関
と
具
体
的
な
協
議
を

行
い
実
施
に
向
け
取
り
組
ま
れ
る
予

定
で
す
。
課
題
と
し
て
は
、
養
浜
が

継
続
的
に
実
施
さ
れ
る
と
と
も
に
、

長
期
間
の
財
源
確
保
と
良
質
な
養
浜

材
料
の
確
保
が
必
要
で
す
。
ま
た
市

と
し
て
、
国
、
県
な
ど
の
関
係
機
関

と
十
分
協
議
を
行
い
ま
す
。

問

地
球
温
暖
化
に
よ
る
気
温
の

上
昇
や
、
脱
ゆ
と
り
教
育
で
夏
休
み

が
短
く
な
り
、
子
ど
も
が
暑
い
教
室

で
授
業
を
受
け
る
こ
と
が
増
え
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
小
学
校
、
中
学
校

の
エ
ア
コ
ン
の
整
備
に
つ
い
て
次
の

点
を
伺
い
ま
す
。

①
現
在
の
設
置
状
況
を
伺
い
ま
す
。

②
普
通
教
室
へ
早
期
に
実
施
す
べ
き

と
考
え
ま
す
が
、
そ
の
考
え
を
伺
い

ま
す
。

③
災
害
時
の
避
難
場
所
と
し
て
の
視

点
を
、
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
伺
い

ま
す
。

教
育
部
長

①
小
学
校
が
普
通
教
室

で
３
％
、
中
学
校
が
普
通
教
室
で

６
・
８
％
で
す
。
②
普
通
教
室
に
つ
い

て
は
、
中
期
財
政
計
画
と
の
調
整
を

図
り
な
が
ら
、
計
画
的
な
整
備
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
③
大
災

害
時
に
は
、
校
舎
も
利
用
さ
れ
る
可

能
性
が
あ
り
、
有
効
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

問

学
校
の
エ
ア
コ
ン
整
備
の
優

先
順
位
を
あ
げ
て
い
く
考
え
は
な
い

か
伺
い
ま
す
。

市
長

同
時
に
全
て
の
学
校
の
整
備

は
難
し
い
で
す
が
、
そ
の
期
間
を
で

き
る
だ
け
短
く
で
き
る
方
法
を
探
っ

て
い
き
ま
す
。

小
学
校
、
中
学
校
の
普
通
教
室
に

エ
ア
コ
ン
の
整
備
を

そ
の

白
砂
青
松
の
地
「
薗
の
長
浜
」

復
元
を
早
期
に
求
め
る

一一般般質質問問

川 上 幸 博

その

「薗の長浜」土砂管理計画（案）（H２７．７．８時点）

板 倉 一 郎
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問

本
市
の
社
会
資
本
整
備
関
連

予
算
は
著
し
く
減
少
し
て
い
ま
す
。

社
会
資
本
整
備
は
未
来
を
生
き
る
人

へ
の
投
資
で
、
目
標
の
達
成
や
市
を

発
展
さ
せ
る
た
め
、
そ
の
時
々
で
こ

れ
を
き
ち
ん
と
推
進
す
る
こ
と
が
非

常
に
重
要
で
す
。
こ
の
よ
う
な
観
点

か
ら
、
出
雲
市
北
部
に
お
け
る
４
路

線
の
整
備
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

都
市
建
設
部
長

境
港
出
雲
道
路

は
、
広
域
圏
交
流
を
推
進
す
る
た
め

に
極
め
て
重
要
な
路
線
で
す
。
事
業

推
進
を
国
な
ど
へ
積
極
的
に
要
望
し

て
い
き
ま
す
。
矢
尾
今
市
線
は
、
東

林
木
バ
イ
パ
ス
と
中
心
市
街
地
を
結

ぶ
重
要
な
路
線
で
す
。
県
は
平
成
３１

年
度
の
事
業
完
了
を
目
指
し
て
い
ま

す
が
、
一
日
も
早
い
整
備
を
望
ん
で

い
ま
す
。
今
市
川
跡
日
下
線
は
、
市

中
心
部
と
北
部
地
域
を
結
ぶ
重
要
な

路
線
で
あ
り
、
次
期
１０
か
年
計
画
に

向
け
て
検
討
す
べ
き
路
線
で
す
。
北

本
町
谷
田
谷
線
の
延
伸
は
、
矢
尾
今

市
線
の
供
用
開
始
に
よ
る
効
果
を
見

な
が
ら
、
実
施
を
検
討
し
ま
す
。

問

平
田
小
学
校
の
屋
内
運
動
場

は
平
成
２５
年
９
月
１６
日
の
火
災
で
焼

失
し
ま
し
た
。
本
来
、
体
育
館
と
は

講
堂
と
い
わ
れ
、
入
学
式
や
卒
業
式

な
ど
子
ど
も
た
ち
の
節
目
と
な
る
重

要
な
施
設
で
あ
る
と
と
も
に
学
習
発

表
会
や
地
域
活
動
の
場
所
で
す
。
現

在
、
子
ど
も
た
ち
は
社
会
体
育
施
設

で
教
育
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
状
態
は
早
急
に
解
消
し
、

整
っ
た
教
育
環
境
を
提
供
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
建
設
に
向
け
た
進

ち
ょ
く
状
況
と
今
後
の
予
定
を
伺
い

ま
す
。

教
育
部
長

新
屋
内
運
動
場
の
実
施

設
計
業
務
は
、
本
年
度
中
に
は
完
了

す
る
予
定
で
す
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
の
２
階
建
て
で
、
２
階
に
は

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
と
更
衣
室
な

ど
、
地
域
開
放
利
用
の
た
め
の
ク
ラ

ブ
ハ
ウ
ス
機
能
を
配
置
し
、
総
床
面

積
は
１
１
６
０
㎡
程
度
で
、
旧
屋
内

運
動
場
に
比
べ
約
４
割
増
し
と
な
る

予
定
で
す
。
な
お
建
築
工
事
は
平
成

２８
年
６
月
議
会
に
お
い
て
議
決
後
、

建
設
工
事
な
ど
を
ス
タ
ー
ト
し
平
成

２９
年
３
月
末
に
は
完
成
予
定
で
す
。

社
会
資
本
整
備
の
重
要
性
と

市
北
部
に
お
け
る

道
路
整
備
の
必
要
性

平
田
小
学
校
屋
内
運
動
場
（
体
育
館
）

の
早
期
建
設
・
竣
工
を

福 代 秀 洋

一一般般質質問問

大 谷 良 治



8いずも市議会だより ４２号

問

地
域
に
お
け
る
バ
ス
交
通

は
、
マ
イ
カ
ー
の
普
及
や
人
口
減
少

な
ど
に
よ
り
危
機
的
な
状
況
に
陥
っ

て
い
ま
す
。
買
い
物
難
民
な
ど
自
由

な
移
動
に
制
約
を
受
け
る
交
通
空
白

地
域
を
で
き
る
だ
け
生
み
出
さ
な
い

た
め
に
も
地
域
に
あ
る
運
行
協
議
会

と
行
政
が
一
体
と
な
り
、
利
用
者
を

減
少
さ
せ
な
い
よ
う
、
対
策
に
取
り

組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
こ
で
、
今
後
の
市
と
運
行
協

議
会
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

総
合
政
策
部
長

バ
ス
交
通
の
確
保

に
つ
い
て
は
、
運
行
協
議
会
お
よ
び

行
政
の
共
通
し
た
重
要
課
題
で
あ

り
、
利
用
状
況
な
ど
に
つ
い
て
も
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
長
会
な
ど
を

通
じ
て
情
報
発
信
し
、
時
間
帯
の
見

直
し
な
ど
利
用
促
進
の
た
め
の
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
要
望
が
あ
れ
ば
積
極
的
に

出
向
き
、
丁
寧
な
説
明
を
し
な
が

ら
、
運
行
協
議
会
と
連
携
し
課
題
解

決
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

問

本
市
の
介
護
保
険
料
が
、
月

額
５
８
２
０
円
と
な
り
ま
し
た
。
か

つ
て
月
額
５
０
０
０
円
が
高
齢
者
の

負
担
の
限
界
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、

上
昇
を
続
け
る
介
護
保
険
料
を
ど
う

す
る
か
が
介
護
保
険
事
業
の
最
大
の

問
題
で
す
が
３
点
伺
い
ま
す
。

①
保
険
料
の
軽
減
に
、
一
般
財
源
で

支
援
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

②
今
年
８
月
か
ら
利
用
者
負
担
が
、

合
計
所
得
１
６
０
万
円
以
上
の
方
は

二
割
負
担
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
控
え
が
起
き

な
い
よ
う
、
救
済
・
軽
減
策
の
考
え

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

③
要
支
援
者
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー

ビ
ス
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
地
域
支
援

事
業
に
移
行
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
市
の
計
画
を
伺
い
ま
す
。

健
康
福
祉
部
長

①
保
険
料
が
上
が

る
こ
と
は
、
仕
組
み
上
や
む
を
得
な

い
こ
と
で
す
。
低
所
得
者
の
保
険
料

は
条
例
改
正
で
、
市
で
負
担
す
る
仕

組
み
に
な
り
、
６
月
に
予
算
措
置
し

ま
し
た
。
②
二
割
負
担
の
方
は
約

５
９
０
人
で
す
。
負
担
能
力
の
あ
る

方
で
、
救
済
・
軽
減
策
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
。
③
介
護
事
業
者
か
ら
移
行

後
も
、
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
す
る
回
答

を
得
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
に
つ
い
て
伺
う

地
域
と
一
体
と
な
っ
た
バ
ス
交
通
の

確
保
策
を

一一般般質質問問

岸 道 三

サービス付高齢者向け住宅

確保が必要なバス交通（出雲市駅バスターミナル）

井 原 優
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問

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
平
成

２８
年
１
月
よ
り
開
始
さ
れ
る
こ
と
に

伴
い
、
利
便
性
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

そ
の
一
つ
が
各
種
証
明
書
の
自
動
交

付
に
つ
い
て
で
す
が
、
現
在
、
証
明

書
自
動
交
付
機
は
本
庁
に
だ
け
設
置

さ
れ
て
お
り
、
周
辺
地
域
の
皆
さ
ん

か
ら
は
、
住
基
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い

て
も
身
近
な
所
で
使
え
ず
不
便
で
あ

る
と
の
意
見
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
開
始
を
契
機
に

コ
ン
ビ
ニ
で
の
各
種
証
明
書
交
付
の

早
期
実
施
を
希
望
し
ま
す
。

総
合
政
策
部
長

市
役
所
設
置
の
自

動
交
付
機
の
リ
ー
ス
契
約
が
平
成
３１

年
９
月
末
終
了
に
伴
い
、
今
後
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
動
向
を
見
な
が

ら
、
費
用
対
効
果
の
検
証
も
含
め
て

コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
検
討
し
ま
す
。

市
長

現
在
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
実

施
し
て
い
る
の
が
１
０
０
自
治
体
ぐ

ら
い
で
す
が
、
今
後
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
導
入
を
契
機
に
利
用
拡
大
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
周
辺
状
況
も
勘
案
し

な
が
ら
取
り
組
み
を
考
え
て
い
き
ま

す
。

問

残
っ
て
い
る
民
有
地
の
歴
史

的
経
過
を
伺
い
ま
す
。

農
林
水
産
部
長

斐
伊
川
４０
年
史
に

堤
外
民
有
地
の
記
載
は
あ
り
ま
す

が
、
残
さ
れ
た
理
由
は
不
明
で
す
。

問

民
有
地
の
区
分
、
面
積
、
地

権
者
数
を
伺
い
ま
す
。

農
林
水
産
部
長

地
目
は
田
、
畑
、

雑
種
地
で
あ
り
、
面
積
は
約
１３
ha
、

地
権
者
数
は
１
２
２
名
で
す
。

問

残
さ
れ
て
い
る
民
有
地
の
現

況
を
伺
い
ま
す
。

農
林
水
産
部
長

一
部
、
畑
の
耕
作

や
果
樹
な
ど
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
大
半
が
耕
作
放
棄
地
と
な
っ
て

い
ま
す
。

問

減
反
政
策
の
廃
止
に
絡
ん
で

固
定
資
産
税
の
税
制
改
正
方
針
が
示

さ
れ
る
と
の
新
聞
報
道
が
あ
る
が
市

の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

農
林
水
産
部
長

耕
作
放
棄
地
の
固

定
資
産
税
を
２
倍
に
す
る
税
制
改
正

要
望
案
は
、
市
も
所
有
者
の
理
解
は

得
ら
れ
な
い
と
考
え
ま
す
が
、
具
体

的
情
報
が
な
く
、
今
後
の
経
過
を
見

守
り
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
開
始
に
伴
い
、

利
便
性
の
充
実
を
求
め
る

一
級
河
川
斐
伊
川
の
河
川
区
域
内
に

残
さ
れ
て
い
る
民
有
地
に
つ
い
て
伺
う

福 島 孝 雄

斐伊川堤外民有地

マイナンバー制度の個人番号カード（案）

一一般般質質問問

多々納 剛 人
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問

本
市
に
お
け
る
外
国
籍
住
民

は
ま
す
ま
す
増
加
し
、
企
業
の
生
産

活
動
や
日
常
の
消
費
に
よ
り
、
地
域

経
済
に
大
き
な
利
益
を
も
た
ら
し
て

い
ま
す
が
、
親
に
同
行
し
た
外
国
籍

の
児
童
・
生
徒
の
日
本
語
教
育
に
つ

い
て
、
①
学
齢
期
に
あ
る
児
童
・
生

徒
の
数
②
日
常
会
話
の
レ
ベ
ル
③
不

就
学
者
の
数
④
日
本
語
指
導
教
員
一

人
あ
た
り
が
受
け
持
つ
児
童
・
生
徒

の
数
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

教
育
部
長

①
１
０
２
人
で
す
。

②
日
常
会
話
や
学
習
が
で
き
る
児

童
・
生
徒
を
除
く
９２
人
の
う
ち
５１
人

が
日
常
会
話
が
で
き
な
い
状
況

で
す
。
③
不
就
学
者
は
い
ま
せ
ん
。

④
約
８
人
で
厳
し
い
状
況
で
す
。

問

学
校
に
就
学
す
る
前
に
日
本

語
を
教
え
る
年
中
開
か
れ
た
教
室
が

東
海
地
方
に
あ
り
ま
す
が
、
市
で
開

設
す
る
意
向
を
伺
い
ま
す
。

教
育
部
長

大
変
有
意
義
な
も
の
と

考
え
ま
す
。
現
段
階
で
す
ぐ
に
開
設

す
る
こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
検

討
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

問

教
育
委
員
長
の
見
解
を
お
聞

き
し
ま
す
。

教
育
委
員
長

日
本
の
教
育
を
学
ん

で
、
日
本
は
、
出
雲
は
す
ば
ら
し

か
っ
た
と
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

教
育
現
場
を
目
指
し
ま
す
。

問

市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の

運
営
は
、
地
方
公
営
企
業
法
の
全
部

適
用
に
経
営
形
態
を
移
行
し
て
、
３

年
が
経
過
し
ま
し
た
。
経
営
改
善
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
き
て
い

ま
す
が
、
国
の
診
療
報
酬
の
マ
イ
ナ

ス
改
定
と
い
う
医
療
環
境
の
変
化
が

あ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
運
営
状
況
を

伺
い
ま
す
。

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長

平

成
２６
年
度
（
２
０
１
４
）
の
診
療
報

酬
改
定
は
、
実
質
改
定
率
は
全
体
で

マ
イ
ナ
ス
の
１
・
２６
％
と
い
う
内
容
で

し
た
が
、
全
体
と
し
て
は
大
き
な
影

響
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

平
成
２６
年
度
（
２
０
１
４
）
決
算

で
は
、
現
金
収
支
の
黒
字
化
の
維
持

お
よ
び
内
部
留
保
資
金
の
確
保
、
こ

れ
ら
の
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
患
者
数
の
増

加
に
よ
る
医
業
収
益
の
増
大
が
最
も

大
き
な
要
因
で
す
。

市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
運
営
状
況
は

外
国
籍
の
児
童
・
生
徒
へ
の
日
本
語

教
育
の
充
実
を
求
め
る

一一般般質質問問

大 場 利 信
夏休みにおける多文化子ども教室での

学習風景（塩冶小学校会場）

松 村 豪 人
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問

消
防
団
後
援
会
役
員
の
一
人

と
し
て
団
員
の
皆
さ
ん
と
接
す
る
機

会
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
職
場
、
勤

務
時
間
な
ど
が
違
う
状
況
の
中
で
、

団
員
が
一
体
と
な
っ
て
崇
高
な
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
精
神
で
地
域
の
安
心
・
安

全
を
守
る
姿
勢
に
敬
服
し
て
い
ま

す
。
現
在
の
消
防
団
活
動
の
活
性

化
、
団
員
確
保
の
状
況
は
ど
う
で
す

か
。
ま
た
全
国
で
は
女
性
消
防
団
員

が
増
加
し
て
い
ま
す
が
出
雲
市
で
は

定
員
２４
名
の
と
こ
ろ
現
在
７
名
と
い

う
こ
と
で
す
が
、
ど
う
考
え
て
い
ま

す
か
。

消
防
長

消
防
団
再
編
計
画
の
今
年

度
が
最
終
年
度
で
あ
り
、
定
数
を

１
８
４
４
名
、
１
３
５
部
体
制
に
移

行
す
る
と
と
も
に
機
動
力
を
確
保
し

ま
す
。
市
民
へ
の
消
防
団
認
知
度

ア
ッ
プ
に
向
け
て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

作
成
し
、
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
へ
配
布
し
ま
し
た
。
ま
た
、
勤

務
先
の
理
解
を
得
る
た
め
に
消
防
本

部
か
ら
協
力
要
請
を
し
て
い
ま
す
。

災
害
の
避
難
所
で
女
性
団
員
の
き
め

細
や
か
な
支
援
な
ど
が
印
象
に
残
っ

て
い
ま
す
。
女
性
の
視
点
で
の
啓

発
、
予
防
活
動
な
ど
大
き
な
効
果
が

あ
り
ま
す
の
で
、
消
防
団
と
と
も
に

積
極
的
に
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

問

学
校
は
児
童
生
徒
の
学
習
や

生
活
の
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
住
民

の
緊
急
避
難
場
所
と
し
て
安
全
性
の

確
保
は
重
要
で
あ
り
、
耐
震
化
促
進

が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
伺
い
ま
す
。

①
市
の
学
校
施
設
整
備
耐
震
化
事
業
中

期
計
画
と
比
較
し
て
の
進
ち
ょ
く
率
。

②
市
全
体
の
小
中
学
校
の
耐
震
化
率
。

③
出
雲
市
の
耐
震
化
率
が
全
国
平
均

未
満
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
文
部
科
学

大
臣
か
ら
送
ら
れ
た
「
事
業
の
前
倒

し
な
ど
積
極
的
な
促
進
を
お
願
い
す

る
。」
と
い
う
書
簡
に
つ
い
て
今
後
、

計
画
の
見
直
し
を
伺
い
ま
す
。

教
育
部
長

①
進
ち
ょ
く
率
は
６
割

に
留
ま
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

②
平
成
２６
年
度
末
で
は
７９
・
５
％
。
本

年
度
末
の
耐
震
化
率
は
全
体
で
８５
・
９

％
と
な
る
見
込
み
で
す
。

③
学
校
施
設
の
安
全
確
保
は
重
要
課

題
で
あ
り
、
早
期
に
完
成
さ
せ
る
た

め
、
国
に
対
し
補
助
率
の
か
さ
上
げ

な
ど
、
優
遇
措
置
期
間
の
延
長
要
望

や
県
知
事
に
対
し
て
も
直
接
お
願
い

を
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

地
域
を
守
る
消
防
団
活
動
の

活
性
化
を
求
め
る

出
雲
市
学
校
施
設
整
備
耐
震
化
事
業
の

進
ち
ょ
く
状
況
に
つ
い
て
伺
う

保 科 孝 充

耐震改修中の学校施設

８月に配布された消防団活動を啓発する応援パンフレット

一一般般質質問問

寺 本 淳 一
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問

本
年
５
月
、「
空
家
等
対
策
の

推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
が
完

全
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律
で

は
、
特
定
空
家
と
判
定
さ
れ
た
場

合
、
現
在
２
０
０
㎡
ま
で
は
６
分
の

１
に
な
っ
て
い
る
固
定
資
産
税
の
優

遇
措
置
が
撤
廃
さ
れ
ま
す
。
市
と
し

て
、
一
歩
進
ん
で
撤
去
費
の
補
助

や
、
撤
去
し
た
場
合
に
期
限
を
区

切
っ
て
優
遇
措
置
を
延
長
す
る
な
ど

の
施
策
を
考
え
て
は
ど
う
か
伺
い
ま

す
。

防
災
安
全
管
理
監

空
家
の
管
理
責

任
は
一
義
的
に
は
管
理
者
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
固
定
資
産
税
の
優
遇
措

置
の
延
長
に
つ
い
て
は
、
災
害
時
な

ど
に
対
応
さ
れ
る
自
治
体
の
例
は
あ

り
ま
す
が
、
税
の
公
平
性
の
観
点
か

ら
国
で
も
規
定
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
十
分
研
究
し
、
対
処
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

問

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
・

学
校
施
設
を
有
料
化
す
る
と
、
年
間

の
収
益
は
い
く
ら
と
想
定
さ
れ
て
い

る
か
伺
い
ま
す
。

行
政
改
革
部
長

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
は
１
２
０
０
万
円
以
下
、
学

校
は
１
０
０
０
万
円
と
想
定
し
て
い

ま
す
。

問

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
・

学
校
へ
市
民
は
そ
れ
ぞ
れ
に
財
政
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
総
額

は
、
年
間
い
く
ら
か
伺
い
ま
す
。

行
政
改
革
部
長

自
治
会
費
の
中
や

教
育
後
援
会
費
な
ど
の
名
称
で
負
担

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
額
は
、
２６

年
度
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

約
３
７
８
０
万
円
、
学
校
約
１
億

３
０
０
０
万
円
で
す
。

問

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
・

学
校
の
有
料
化
は
、
施
設
本
来
の
目

的
や
市
民
活
動
の
活
性
化
や
市
民
の

財
政
的
な
支
援
な
ど
を
考
え
る
時
、

従
来
の
よ
う
に
無
料
と
す
べ
き
と
考

え
ま
す
が
伺
い
ま
す
。

行
政
改
革
部
長

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
は
公
共
的
目
的
以
外
の
使

用
、
学
校
は
有
志
の
サ
ー
ク
ル
的
使

用
に
つ
い
て
有
料
と
し
ま
し
た
。
公

の
施
設
の
公
平
な
利
用
や
施
設
の
将

来
負
担
な
ど
を
検
討
し
た
結
果
で

す
。

し
っ
か
り
と
し
た
空
家
対
策
を

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
・
学
校
施
設
の

使
用
料
は
、
従
来
通
り
無
料
に
で
き
な
い
か

一一般般質質問問

板 垣 成 二

対策が急がれる特定空家

特定空家とは…

そのまま放置すれば倒壊など危険なも
の、衛生上有害なもの、著しく景観を損
なっているもの、その他生活環境上不適
切なものと規定されています。

小 村 吉 一
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問

小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒

の
理
科
学
教
育
に
活
発
に
利
用
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
評
価
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
以
外
の
一
般
人
利
用

に
つ
い
て
は
、
見
学
な
ど
に
訪
れ
る

場
所
で
は
な
く
、
一
歩
踏
み
込
ん
で

使
え
る
場
所
、
ま
た
産
業
界
が
活
用

で
き
る
場
に
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
出
雲
産
業
支
援
セ
ン

タ
ー
が
科
学
館
内
に
あ
っ
て
も
よ

く
、
具
体
的
に
は
、
創
業
支
援
、
産

業
情
報
提
供
支
援
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ

チ
ン
グ
な
ど
に
科
学
館
が
利
用
さ
れ

る
の
で
あ
れ
ば
、
地
方
創
生
、
地
域

活
性
化
に
大
変
役
立
つ
場
所
に
な
る

と
考
え
て
い
ま
す
が
、
考
え
を
伺
い

ま
す
。

教
育
長

産
業
界
と
出
雲
科
学
館
と

の
連
携
や
、
産
業
界
か
ら
の
有
効
的

な
活
用
は
、
非
常
に
大
事
な
こ
と
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
で
き
る
こ
と
や

で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
か
と
思
い
ま

す
が
、
具
体
的
な
提
案
を
い
た
だ
け

れ
ば
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問

市
全
体
の
高
齢
者
数
（
６５
歳

以
上
）
は
、
４
万
９
１
４
０
人
（
高

齢
化
率
は
２８
・
１
％
）
で
、
そ
の
う
ち

要
支
援
お
よ
び
要
介
護
認
定
者
数

は
、
９
７
８
１
人
（
認
定
率
１９
・
９

％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
人
世
帯

の
高
齢
者
数
も
７
５
６
３
人
で
高
齢

者
の
約
１５
％
が
一
人
暮
ら
し
の
世
帯

で
あ
り
ま
す
。
高
齢
化
が
加
速
す
る

中
、
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
や
介
護

予
防
・
就
労
支
援
な
ど
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
高
齢
者
の
た
め
の
支
援
は

極
め
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

①
こ
れ
ま
で
の
事
業
に
お
け
る
課

題
と
成
果
。
②
今
後
の
具
体
的
な
支

援
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

健
康
福
祉
部
長

①
こ
れ
ま
で
の
第

４
期
お
よ
び
第
５
期
の
計
画
で
は
、

地
域
密
着
型
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
基
盤

を
集
中
的
に
整
備
し
て
き
ま
し
た
。

②
第
６
期
の
計
画
で
は
、
介
護
保
険

法
の
改
正
を
受
け
、
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
取
り
組
む
こ
と

が
大
き
な
目
標
で
す
。
ま
た
、
認
知

症
の
当
事
者
や
家
族
を
支
え
る
仕
組

み
づ
く
り
や
、
地
域
住
民
の
自
主
的

な
活
動
な
ど
に
も
支
援
し
て
い
く
考

え
で
す
。

出
雲
科
学
館
は
産
業
界
が
活
用
で
き
る

場
に
す
べ
き
で
は
な
い
か

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
高
齢
者
支
援
に

つ
い
て
伺
う

湯 淺 啓 史

小規模多機能ホームでの取り組みの様子

出雲科学館は今後幅広い活用が必要です

一一般般質質問問

神 門 至
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問

市
内
に
設
置
し
て
あ
る
、
公

園
、
福
祉
施
設
、
温
浴
施
設
な
ど
、

指
定
管
理
者
制
度
に
な
っ
て
か
ら
間

も
な
く
１０
年
を
迎
え
ま
す
。
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
質
的
向
上
な
ど
の
基
本

的
な
事
項
に
つ
い
て
、
本
制
度
の
目

的
に
照
ら
し
た
適
正
な
運
用
が
さ
れ

て
い
る
の
か
、
伺
い
ま
す
。
総
務
省

か
ら
の
通
知
に
は
「
公
共
サ
ー
ビ
ス

の
水
準
の
確
保
を
果
た
す
こ
と
で
単

な
る
価
格
競
争
に
よ
る
入
札
と
は
異

な
る
。」
と
し
て
い
ま
す
。
課
題
が
あ

れ
ば
改
善
す
べ
き
で
す
。

市
長

本
制
度
は
多
様
化
す
る
住
民

ニ
ー
ズ
に
対
し
、
効
果
的
、
効
率
的

に
対
応
す
る
た
め
民
間
の
能
力
を
活

用
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
経

費
の
節
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
総
務
省
の
通
知
に
よ
り

改
善
し
た
施
設
も
あ
り
ま
す
が
、
指

定
管
理
料
の
競
争
を
あ
お
る
よ
う
な

選
定
を
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

候
補
者
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
金
額

面
の
み
で
は
な
く
設
置
目
的
を
重
視

し
た
管
理
運
営
や
施
設
運
営
面
の

サ
ー
ビ
ス
、
利
便
性
の
向
上
、
利
用

者
の
安
全
を
重
視
し
て
総
合
的
に
選

定
し
て
い
ま
す
。

問

十
間
川
は
昭
和
３６
年
、
３９

年
、
４７
年
の
水
害
を
契
機
に
昭
和
５３

年
に
改
修
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た

が
、
地
元
の
理
解
が
得
ら
れ
ず
、
長

い
間
中
断
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
開

発
が
進
み
特
に
上
流
の
Ｊ
Ｒ
西
出
雲

駅
一
帯
は
ほ
と
ん
ど
宅
地
と
な
り
、

遊
水
池
効
果
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
支

ほ

じ

し
が
わ

川
保
知
石
川
の
負
担
は
大
き
く
な
り

十
間
川
の
改
修
計
画
区
間
の
早
期
完

成
、
さ
ら
に
Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線
上
流
の

改
修
計
画
の
策
定
が
急
務
と
考
え
ま

す
が
市
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

都
市
建
設
部
長

現
在
、
神
西
小
学

校
北
側
の
吉
祥
寺
橋
や
、
上
流
部
の

小
浜
取
水
堰
付
近
の
工
事
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
小
浜
取
水
堰
か
ら
Ｊ

Ｒ
橋
ま
で
の
暫
定
改
修
は
、
お
お
む

ね
平
成
３０
年
代
の
前
半
を
目
標
と
し

て
完
了
す
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
今

後
、
暫
定
改
修
計
画
か
ら
本
改
修
計

画
に
向
け
た
整
備
を
お
願
い
す
る
と

と
も
に
、
Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線
上
流
部
の

改
修
計
画
を
策
定
・
実
施
す
る
よ
う

県
に
要
望
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

指
定
管
理
者
制
度
の
適
正
な
運
用
を

十
間
川
の
改
修
促
進
を
伺
う

一一般般質質問問

伊 藤 繁 満

改修が急がれる十間川

地域・民間の力で管理運営されている公の施設（道の駅）

原 正 雄
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問

地
域
防
災
力
強
化
の
た
め

に
、
防
災
に
関
す
る
知
識
と
技
術
を

習
得
し
、
地
域
や
職
場
で
防
災
力
を

高
め
る
活
動
が
期
待
で
き
る
防
災
士

の
養
成
の
動
き
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
制
度
創
設
以
来
、
全
国
で
１０
万

人
に
達
す
る
見
通
し
で
す
。

出
雲
市
で
も
、
防
災
士
の
養
成
に

取
り
組
ま
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
２
点

伺
い
ま
す
。

①
出
雲
市
内
の
防
災
士
の
資
格
取
得

者
の
現
状
。

②
資
格
取
得
に
要
す
る
経
費
に
対
し

助
成
し
、
防
災
士
の
資
格
取
得
者
を

増
や
さ
れ
る
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

県
内
で
は
、
松
江
市
・
浜
田
市
・
邑

南
町
・
美
郷
町
・
津
和
野
町
が
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

防
災
安
全
管
理
監

①
出
雲
市
で

は
、
６１
名
が
認
証
登
録
さ
れ
て
い
ま

す
。
防
災
士
の
方
は
、
個
々
に
活
動

さ
れ
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
、
ま
た
職
場
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
②
資
格

取
得
費
用
の
助
成
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
防
災
士
の
役
割
・
位
置
づ
け
な

ど
十
分
に
議
論
、
研
究
し
て
い
く
中

で
検
討
し
ま
す
。

出雲市議会のホームページをご覧ください。

出雲市議会ホームページ（http : //www.city.izumo.shimane.jp/gikai）

本会議録画配信 ……本会議の録画配信を行っています。
市議会ホームページの「本会議録画配信」をクリックすると出雲市議会YouTube
公式チャンネルへ移動しますので、そちらから視聴できます。
※配信内容は本会議のうち、施政方針に対する会派代表質問、一般質問のみで
す。（「再生リスト」に定例会ごとに掲載しています）

※視聴は無料ですが、通信料は別途
必要となります。

※視聴の際には事前に注意（免責）
事項をご覧ください。

※質問日から原則１週間以内に配信
を開始します。

審議結果一覧 ……採決結果の概要や、議員別採決結果の
一覧表を掲載しています。
※採決結果の概要は、議会閉会から
原則１週間以内に掲載します。

（最新情報が掲載でき次第、「新着情
報」で【速報】としてお知らせします）

防
災
士
資
格
取
得
の
経
費
助
成
に

取
り
組
み
、
地
域
防
災
力
の
向
上
を

勝 部 順 子

防災士（ぼうさいし）とは…

“自助”“共助”“協働”を原則として、社会の
様々な場で防災力を高める活動が期待され、その
ための十分な意識と一定の知識・技能を修得した
ことを、日本防災士機構が認証した人
（特定非営利活動法人日本防災士機構HPより）

一一般般質質問問
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常常
任任
委委
員員
会会
・・
特特
別別
委委
員員
会会
報報
告告

総

務

委

員

会

斐
川
地
域
で
生
活
バ
ス
の
試
験
運
行
開
始

総
務
委
員
会
に
付
託
を
受
け
た

案
件
は
、
条
例
案
件
６
件
、
一
般

案
件
４
件
、
請
願
２
件
の
合
計
１２

件
で
し
た
。

条
例
案
件
の
う
ち
「
出
雲
市
生

活
バ
ス
運
行
事
業
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
」
は
斐
川
地
域
に
お
い

て
生
活
バ
ス
の
運
行
を
試
験
的
に

実
施
す
る
も
の
で
す
。

６
月
に
交
通
政
策
課
か
ら
案
と

し
て
提
出
の
あ
っ
た
計
画
に
よ
る

と
、
平
成
２５
年
２
月
か
ら
「
斐
川

地
域
交
通
運
行
協
議
会
」
が
組
織

さ
れ
、
約
２
年
か
け
て
検
討
さ
れ

ま
し
た
が
、
９
月
議
会
の
議
決
を

得
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

も
の
で
す
。

具
体
的
に
は
、
運
行
協
議
会
で
検

討
さ
れ
た
新
規
バ
ス
４
路
線
に
つ
い

て
、
斐
川
地
域
の
全
住
民
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
基
に
、
一
便
あ
た
り

の
利
用
者
が
最
も
多
い
と
回
答
の

あ
っ
た
「
斐
川
中
央
南
北
線
」
の
試

験
運
行
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

路
線
は
直
江
駅
、
荘
原
駅
、
雲
州

平
田
駅
、
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

を
２
つ
の
県
道
と
新
川
中
央
線
を
循

環
し
ま
す
。
料
金
は
大
人
２
０
０

円
、
小
人
１
０
０
円
、
朝
夕
の
通

勤
、
通
学
へ
の
対
応
、
午
前
の
通

院
、
買
い
物
を
想
定
し
、
１
日
１０
便

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

実
施
期
間
は
１１
月
下
旬
（
予
定
）

か
ら
概
ね
１
年
間
、
平
日
の
み
運
行

さ
れ
ま
す
。

文
教
厚
生
委
員
会

出
雲
プ
ー
ル
の
廃
止
反
対
に
関
す
る
陳
情
を
趣
旨
採
択

文
教
厚
生
委
員
会
に
審
査
の
付
託

を
受
け
た
案
件
は
、
一
般
案
件
１９

件
、
請
願
２
件
、
陳
情
５
件
で
し

た
。一

般
案
件
は
、
す
べ
て
公
の
施
設

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
議

会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
、
す
べ

て
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
ま
し
た
。

「
出
雲
プ
ー
ル
の
廃
止
反
対
に
関
す

る
陳
情
」は
、長
年
に
わ
た
り
出
雲
市

民
が
愛
用
し
、
子
ど
も
の
教
育
に
も

多
大
な
貢
献
を
し
て
き
た
出
雲
プ
ー

ル
の
廃
止
は
、
水
泳
に
携
わ
る
団
体

と
し
て
も
地
域
性
、
利
便
性
の
観
点

か
ら
そ
の
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
も

の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
出
雲
プ
ー
ル

の
存
続
を
求
め
る
も
の
で
す
。

現
地
視
察
を
行
い
、
陳
情
者
や
執

行
部
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
審

委委員員会会報報告告

斐川で試験運行が予定されている同型バス



いずも市議会だより ４２号17

査
の
結
果
、
趣
旨
は
理
解
で
き
ま
す

が
、「
行
財
政
改
革
特
別
委
員
会
で
審

議
し
、
決
定
し
た
結
果
を
尊

重
す
べ
き
で
あ
る
」、「
大
規

模
改
修
が
発
生
す
る
ま
で
は

使
用
継
続
と
す
べ
き
で
あ

る
」、「
学
校
プ
ー
ル
を
含
め

た
再
編
を
議
論
す
べ
き
で
あ

る
」
と
の
理
由
か
ら
趣
旨
採

択
と
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

ま
し
た
。
な
お
、
一
部
の
委

員
か
ら
、
学
校
プ
ー
ル
を
含

め
た
方
向
性
が
出
る
ま
で
は

存
続
す
べ
き
で
あ
る
、
市
民

プ
ー
ル
と
し
て
の
役
割
を
考

え
る
べ
き
と
の
理
由
か
ら
採

択
す
べ
き
と
の
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

環
境
経
済
委
員
会

し
尿
処
理
手
数
料
改
定
と
財
産
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て
の

案
件
を
決
定

環
境
経
済
委
員
会
に
、
審
査
の
付

託
を
受
け
た
案
件
は
、
条
例
案
件
１

件
、
一
般
案
件
６
件
、
請
願
２
件
、

陳
情
１
件
で
し
た
。

議
第
１８
号
「
出
雲
環
境
セ
ン
タ
ー

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

は
、
出
雲
市
環
境
審
議
会
の

答
申
に
基
づ
い
て
２８
年
ぶ
り

の
改
定
を
行
う
も
の
で
す
。

こ
れ
は
、
公
共
下
水
道
な
ど

の
普
及
に
よ
り
年
々
し
尿
の

搬
入
量
が
減
少
す
る
一
方
、

施
設
の
老
朽
化
が
進
行
し
、

し
尿
処
理
に
係
る
経
費
が
か

さ
み
、
経
営
が
厳
し
さ
を
増

し
て
き
て
い
る
た
め
、
現
在

１８
l
当
た
り
１４
・
４
円
の
処

理
手
数
料
を
１９
・
４４
円
に
改

定
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
議
第
５９
号
「
財
産

の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て
（
多

伎
町
海
洋
観
光
開
発
株
式
会

社
の
株
式
）」
は
、
行
財
政
改

革
に
基
づ
き
完
全
民
営
化
す

る
た
め
、
出
雲
市
の
保
有
株

２
０
０
０
株
を
、
減
資
配
当

し
た
後
、
譲
渡
す
る
の
も
で

す
。
い
ず
れ
の
議
案
も
賛
成

多
数
に
よ
り
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

多伎町海洋観光開発株式会社（多伎町小田漁港）

出雲プールで陳情者の意見を聞く文教厚生委員

出雲環境センター（西園町）

委委員員会会報報告告
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予
算
特
別
委
員
会

地
方
創
生
先
行
型
交
付
金
活
用
事
業
な
ど
を
含
む
補
正
予
算

を
可
決

建
設
水
道
委
員
会

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
７
議
案
す
べ
て
可
決

建
設
水
道
委
員
会
に
付
託

を
受
け
た
「
公
の
施
設
の
指

定
管
理
」
に
関
す
る
７
件
の

議
案
す
べ
て
を
、
全
員
一
致

で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

し
ま
し
た
。

指
定
管
理
期
間
は
い
ず
れ

も
平
成
２８
年
４
月
１
日
か
ら

５
年
間
で
、
指
定
管
理
者
は

こ
れ
ま
で
と
同
様
に
指
定
す

る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

予
算
特
別
委
員
会
の
付
託
を
受
け

た
案
件
は
、
一
般
会
計
補
正
予
算

と
、
出
雲
市
介
護
保
険
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
の
２
件
で
す
。

市
長
出
席
の
も
と
、
９
月
補
正
予

算
の
編
成
方
針
な
ど
の
総
括
質
疑
を

は
じ
め
、
各
補
正
予
算
の
詳
細
に
つ

い
て
質
疑
な
ど
を
行
い
、
慎
重
に
審

査
を
行
っ
た
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

平
成
２７
年
度
出
雲
市
一
般
会
計
第

３
回
補
正
予
算
は
、
歳
入
歳
出
予
算

を
そ
れ
ぞ
れ
１０
億
８
８
５
１
万
５
千

円
追
加
し
、予
算
の
総
額
を
７
７
４
億

８
３
０
万
９
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、
総

務
費
で
は
、「
地
方
創
生
先
行
型
交
付

金
」
上
乗
せ
交
付
分
を
活
用
し
た
、

中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
市
長
会

が
実
施
す
る
広
域
連
携
事
業
に
か
か

る
負
担
金
２
８
６
０
万
円
の
追
加
、

県
立
大
学
出
雲
キ
ャ
ン
パ
ス
支
援
組

織
へ
負
担
す
る
大
学
連
携
支
援
事
業

２
０
０
万
円
の
ほ
か
、
斐
川
生
活
バ

ス
試
験
運
行
事
業
８
７
０
万
円
が
、

民
生
費
は
、
介
護
保
険
施
設
整
備

費
補
助
３
７
６
０
万
円
が
、
衛
生
費

は
、
ご
み
減
量
化
推
進

事
業
の
追
加
１
０
０
万

円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま

す
。農

林
水
産
業
費
は
、

畜
産
競
争
力
強
化
対
策

整
備
事
業
と
し
て
牛
舎

な
ど
の
整
備
に
対
す
る
補
助

８
１
１
０
万
円
、
簸
川
南
広
域
農
道

の
舗
装
改
良
事
業
に
４
０
０
０
万

円
、
教
育
費
は
、「
地
方
創
生
先
行
型

交
付
金
」
上
乗
せ
交
付
分
を
活
用

し
た
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
整
備
事

業
８
０
０
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
国
際
交
流
会
館
な
ど
、
公

の
施
設
の
指
定
管
理
の
区
切
り
を
迎

え
る
２８
件
に
つ
い
て
、
次
年
度
か
ら

５
カ
年
間
の
指
定
管
理
料
の
限
度
額

を
追
加
す
る
債
務
負
担
行
為
の
追
加

が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

審
査
の
中
で
は
、
チ
ラ
シ
の
作
成

配
布
な
ど
も
費
用
対
効
果
な
ど
し
っ

か
り
考
察
さ
れ
、
活
き
た
予
算
の
執

行
を
望
む
意
見
や
、
負
担
金
や
補
助

金
な
ど
の
支
払
先
の
事
業
の
執
行
に

指定管理者

特定非営利活動法人
出雲スポーツ振興２１

真幸ヶ丘協会

たてぬい建設事業協同
組合

株式会社MI しまね

三洋興産株式会社

特定非営利活動法人
川と湖いきいき神西

特定非営利活動法人
風の子たき

施設の名称

湖陵体育センター
湖陵運動広場
湖陵総合公園

真幸ヶ丘公園

愛宕山公園
＊平田愛宕山野球場
平田愛宕山プール
平田愛宕山庭球場
平田本陣記念館
以外の公園施設

斐伊川河川敷公園

斐川公園

神西親水公園

手引ヶ丘公園

予算特別委員会名簿

山代 裕始

板倉 一郎

岸 道三

湯淺 啓史

寺本 淳一

原 正雄

大場 利信

井原 優

保科 孝充

板垣 成二

多々納剛人

川上 幸博

勝部 順子

珍部 全吾

委 員 長

副委員長

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委委員員会会報報告告
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決
算
特
別
委
員
会

平
成
２６
年
度
出
雲
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
を
認
定

行
財
政
改
革
が
進
み
、
財
政
数
値
は
改
善
方
向
を
示
す

つ
い
て
も
、
市
と
し
て
き
ち
ん
と
精

査
す
べ
き
と
の
意
見
も
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
ら
を
含
め
、
執
行
部
に

は
、
慎
重
な
事
業
の
執
行
を
求
め
ま

し
た
。

平
成
２６
年
度
の
決
算
概
要
に
つ
い

て
、
一
般
会
計
の
決
算
総
額
は
、
歳

入
が
７
７
５
億
９
千
万
円
、
歳
出
が

７
５
９
億
円
、
歳
入
歳
出
差
引
額
は

１６
億
９
千
万
円
で
、
翌
年
度
へ
の
繰

越
額
１
億
６
千
万
円
を
差
し
引
い
た

実
質
収
支
額
は
１５
億
３
千
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、
１６
の
特
別
会
計
の
決
算
合

計
額
は
、
歳
入
が
４
９
３
億
６
千
万

円
、
歳
出
が
４
８
９
億
１
千
万
円
、

歳
入
歳
出
差
引
額
が
４
億
５
千
万
円

で
、
翌
年
度
へ
の
繰
越
財
源
の
４
千

万
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
額

は
、
４
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

地
方
債
残
高
に
つ
い
て
は
、
普
通

会
計
と
普
通
会
計
以
外
の
合
計
が
、

平
成
２６
年
度
末
が
１
９
９
９
億
３
千

万
円
と
な
っ
て
お
り
、
平
成
２５
年
度

末
よ
り
も
７６
億
６
千
万
円
、
率
に
し

て
３
・
７
％
減
少
し
て
お
り
、
改
善

は
し
て
い
ま
す
が
、
引
き
続
き
削
減

努
力
が
必
要
で
す
。

普
通
会
計
を
対
象
と
し
た
財
政
状

況
の
数
値
は
、
財
政
力
指
数
が
０
・

４
９
７
、
経
常
収
支
比
率
が
８８
・

８
％
と
な
っ
て
お
り
、
平
成
２５
年
度

と
比
較
し
て
改
善
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
実
質
公
債
費
比
率
に
つ

い
て
は
、
１９
・
５
％
、
将
来
負
担
比

率
に
つ
い
て
は
、
１
９
６
・
９
％

と
、
共
に
平
成
２５
年
度
と
比
べ
改
善

し
ま
し
た
が
、
同
様
に
引
き
続
き
の

改
善
努
力
が
必
要
で
す
。

認
第
１
号
「
平
成
２６
年
度
出
雲
市

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ

い
て
」
の
審
査
結
果
に
つ
い
て
は
、

内
容
審
査
の
結
果
、
認
定
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
ま
し
た
。
な
お
一
部
の

委
員
か
ら
、
平
成
２６
年
度
決
算
が
最

終
的
に
１５
億
３
千
万
円
の
黒
字
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
将
来
に
財
政
負

担
を
残
さ
な
い
安
定
的
な
財
政
運
営

を
す
る
た
め
と
し
て
、
行
財
政
改
革

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
に

よ
っ
て
市
民
に
負
担
を
か
け
、
福
祉

向
上
を
後
ま
わ
し
に
し
て
い
く
こ
と

は
、
財
政
運
営
に
問
題
が
あ
る
の
で

は
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

全
体
で
は
、
毎
年
続
け
て
い
る
事

業
に
対
し
、
現
在
の
出
雲
市
の
人
口

規
模
や
予
算
規
模
で
、
一
般
財
源
で

や
る
べ
き
事
業
か
否
か
、
必
要
性
や

費
用
対
効
果
な
ど
、
担
当
課
で
の
毎

年
の
精
査
が
さ
ら
に
必
要
で
あ
る
と

の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

決算特別委員会名簿

萬代 輝正

松村 豪人

大谷 良治

神門 至

渡部 勝

福島 孝雄

伊藤 繁満

飯塚 俊之

小村 吉一

福代 秀洋

坂根 守

米山 広志

宮本 享

古福 康雅

委 員 長

副委員長

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

財政力指数とは…

地方公共団体の財政力を示す指数で、１．０を上
回れば、その地方公共団体内での税収入などを財
源として円滑に行政を遂行できるとされている。
（平成２５年度は０．４９０）

実質公債費比率とは…
借入金（地方債）の返済額およびこれに準じる
額の大きさを指標化したもの。２５％以上の場合
「財政健全化計画」を定めなければならない。
（H２５年度は２０．３％）

８月３１日の本会議において、各決
算認定を審査するため、１４名の委員
で構成する決算特別委員会が設置さ
れました。

決算特別委員会が
設置されました

委委員員会会報報告告
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【請 願】

審議結果

採 択 に
全員賛成

不 採 択 に

賛成多数

他国による軍備増強・脅威の中、日本国民の生命・財産を守る上では切れ目のない
防備が必要であること。国際平和は、対話の上で成り立つべきであり、そのために
は抑止力が必要であること。戦争をしてはいけないことは、全国民共通の思いであ
ることは当然のことながら、現在の国際情勢を総合的に判断すれば、同法案は重要
であり、必要であるため。

採 択 に
全員賛成

採 択 に
全員賛成

趣旨採択 に
賛成多数

不 採 択 に

賛成多数

本請願は、稼働させないことを求める一方で、「実効性のある広域避難計画の実現」、
「広域避難時の受け入れ自治体への財政支援」、「周辺自治体と中国電力との安全協
定の締結」などの項目は、これらが満たされれば稼働を認める内容にも受け取れる
こと。原子力発電所の稼働に際しては十分に安全が確保されることが大前提である
ことは当然のことながら、一方で現在の自然エネルギーは現在の電力需要に応える
電力の安定供給という点では技術的に不可能であり、また、火力発電所のCO２排出
による温暖化の進行は、今後ますます地球レベルでの気象変動を招く恐れがあるこ
とから、自然エネルギーなどで安定したエネルギー供給ができるまでは、原子力発
電所は必要であるため。

提 出 者

出雲市大津町
出雲市私立認可保育所（園）理事長会
会長 原 成充 他１名

出雲市塩冶町
戦争をする国づくりは許さない出雲の会
嵐 和義

出雲市今市町
出雲市農政会議
会長 福間 勉 他１名

出雲市斐川町荘原
斐川町農政会議
会長 高野 章 他１名

松江市大正町
島根県社会保障推進協議会
会長 池淵 栄助

松江市母衣町
原発ゼロをめざす島根の会
共同代表 山崎 泰子

件 名

２０１６年度（平成２８年度）私立認可保育所
（園）関係予算等についての請願

「安全保障関連法案の廃案を求める意見書」
の提出を要請する請願

環太平洋パートナーシップ（TPP）協定に
関する意見書を政府等に提出することを求
める請願

環太平洋パートナーシップ（TPP）協定に
関する意見書を政府等に提出することを求
める請願

後期高齢者医療制度の保険料の軽減特例の
継続をすることを求める意見書を国に提出
することを求める請願

島根原発の稼働・再稼働に反対し再生可能
エネルギーの飛躍的な普及を求める請願

なぜ不採択

なぜ不採択

番号

５

６

７

８

９

１０

【意見書】

審議結果

原案可決 に
全員賛成

件 名

環太平洋パートナーシップ（TPP）協定に関する意見書

番号

２

請願・陳情・意見書の審議結果

請請願願・・陳陳情情・・意意見見書書
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書 式 例 
請願書（陳情書）

年 月 日 
出雲市議会議長 様 
     請願者（陳情者） 
      代表者 住所 
          氏名     印 
          電話  －  
        紹介議員 
          氏名     印 
○○○○○○○に関する請願（陳情） 

要旨                 
内容

 

請願・陳情は、皆さまの意見・要望を市政に反映させる重要な制度
です。この制度によりどなたでも、市議会に直接要望することができ
ます。
請願は出雲市議会議員が１名以上紹介議員となることが必要です。
陳情は紹介議員は必要ありません。
請願と陳情の審査は、基本的に同じ取扱いとし、所管の常任委員会
で審査した後に、本会議で結論を出します。（ただし、国などへ意見
書を提出してほしい場合は、請願のみ受け付けることとしています。）
定例会ごとに提出締切があります。詳細は議会事務局議事係（TEL

２１－６５７９）にお尋ねいただくか、市議会ホームページをご覧ください。

◆提出時に留意していただきたいこと
○必ず日本語で、次の点を記載してください。（内容を表す件名、要
旨、内容、提出年月日、代表の方の住所、氏名、押印、電話番号）

○請願の場合は、紹介議員の署名または記名押印が必要です。
○提出部数は、１部です。
○請願や陳情の審議結果については、提出者にお知らせします。
○提出された請願書・陳情書の内容、提出者（２人以上の場合は代表者）の氏名（名称）と住所（所在地）は、
公表されますので、あらかじめご了承ください。

【陳 情】

審議結果

採 択 に
全員賛成

採 択 に
全員賛成

採 択 に
全員賛成

趣旨採択 に
賛成多数

趣旨採択 に
賛成多数

採 択 に
全員賛成

提 出 者

出雲市今市町
出雲市農政会議
会長 福間 勉 他１名

出雲市平野町
高浜地区自治協会
会長 内藤 春夫 他４名

出雲市平野町
高浜地区自治協会
会長 内藤 春夫 他３名

出雲市大津町
出雲市水泳連盟
理事長 小玉 浩

出雲市白枝町
平成２７年度出雲市認可保育所（園）
保護者会連合会
会長 石川 慎也

出雲市白枝町
平成２７年度出雲市認可保育所（園）
保護者会連合会
会長 石川 慎也

件 名

出雲市農業振興施策確立に関する陳情

高浜幼稚園移転新築に関する陳情

高浜幼稚園における預かり保育の実施に関
する陳情

出雲プールの廃止反対に関する陳情

子どもの保育料の負担軽減を求める陳情

病児・病後児保育の施設の拡充と利用条件
の緩和を求める陳情

番号

４

５

６

７

８

９

請請 願願 ・・ 陳陳 情情 のの ごご 案案 内内

請請願願・・陳陳情情・・意意見見書書
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議第１６号
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議第１８号
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議第４２号

議第４３号

議席に設置してある採決ボタン

採採決決のの結結果果

議案等の賛否状況の一覧です。議長は採決には加わりません。
『賛』…賛成、『反』…反対、『－』…欠席・棄権、『除斥』…議案と一定の
利害関係を有する議員は、採決の際に退席することになっています。
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審議結果

同 意
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原案可決

原案可決
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原案可決
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原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

議 案 名

人権擁護委員候補者につき意見を求めることについて（淺田憲三氏、若築俊寿氏、
藤岡牧雄氏、鈴木二朗氏、木村智江氏、和田裕氏、鎌田郁夫氏、上代恵子氏）

平成２７年度（２０１５）出雲市一般会計第３回補正予算

平成２７年度（２０１５）出雲市介護保険事業特別会計第２回補正予算

出雲市個人情報保護条例の一部を改正する条例

出雲市職員の再任用に関する条例の一部を改正する条例

鉄道軌道整備法に基づく固定資産税の不均一課税に関する条例の一部を改正する条例

出雲環境センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例

出雲市営住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例

出雲市普通公園条例の一部を改正する条例

出雲市生活バス運行事業の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例

出雲市税条例等の一部を改正する条例

出雲市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例

公の施設の指定管理者の指定について（出雲国際交流会館）

公の施設の指定管理者の指定について（ひらた健康福祉センター障がい者福祉部門）

公の施設の指定管理者の指定について（出雲市里家センター（デイサービス部門及び短期滞在部門））

公の施設の指定管理者の指定について（出雲市南部福祉センター）

公の施設の指定管理者の指定について（出雲市佐田老人福祉センター「潮の井荘」）

公の施設の指定管理者の指定について（出雲市平田デイサービスセンター）

公の施設の指定管理者の指定について（出雲ゆうプラザ）

公の施設の指定管理者の指定について（宍道湖公園（多目的棟））

公の施設の指定管理者の指定について（湊原体験学習センター等）

公の施設の指定管理者の指定について（多伎文化伝習館・多伎健康増進センター）

公の施設の指定管理者の指定について（平田スポーツ公園・平田ニュースポーツ広場）

公の施設の指定管理者の指定について（出雲市平田B&G海洋センター・宍道湖公
園（湖遊館、多目的グラウンド、屋外ステージ及びサイクリングターミナル））

公の施設の指定管理者の指定について（出雲西部体育館・長浜中央公園）

公の施設の指定管理者の指定について（大社健康スポーツ公園）

公の施設の指定管理者の指定について（斐川第１体育館）

公の施設の指定管理者の指定について（出雲健康公園）

公の施設の指定管理者の指定について（平成スポーツ公園（スポーツ施設及び公園施設））

公の施設の指定管理者の指定について（サン・アビリティーズいずも）

公の施設の指定管理者の指定について（平田テニスコート・平田愛宕山野球場・平田愛宕山プール・平田愛宕山庭球場）

公の施設の指定管理者の指定について（荒神谷博物館・荒神谷史跡公園）

番 号

諮第１号

議第１３号

議第１４号

議第１５号

議第１６号

議第１７号

議第１８号

議第１９号

議第２０号

議第２１号

議第２２号

議第２３号

議第２４号

議第２５号

議第２６号

議第２７号

議第２８号

議第２９号

議第３０号

議第３１号

議第３２号

議第３３号

議第３４号

議第３５号

議第３６号

議第３７号

議第３８号

議第３９号

議第４０号

議第４１号

議第４２号

議第４３号

採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採 決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決 結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結 果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果

採採決決のの結結果果

平成２７年度
第３回出雲市議会（定例会）
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賛

賛

賛

賛

賛
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賛

賛
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賛
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湯
淺
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賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

岸

道
三

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

反

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

大
谷

良
治

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

反

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

番 号

議第４４号

議第４５号

議第４６号

議第４７号

議第４８号

議第４９号

議第５０号

議第５１号

議第５２号

議第５３号

議第５４号

議第５５号

議第５６号

議第５７号

議第５８号

議第５９号

議第６０号

議第６１号

認第１号

認第２号

認第３号

認第４号

認第５号

認第６号

認第７号

認第８号

認第９号

認第１０号

認第１１号

認第１２号

認第１３号

認第１４号

認第１５号

認第１６号

認第１７号

採採決決のの結結果果

『賛』…賛成、『反』…反対、『－』…欠席・棄権、『除斥』…議案と一定の利害関係を有する議員は、採決の際に退席することになっています。
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反
対

０

０

０

１

０

０

０

０

２

０

０

０

０

０

０

５

０

０

４

２

０

０

２

２

２

０

０

０

０

０

２

０

０

０

０

賛
成

２９

２９

２９

２８

２９

２９

２９

２９

２７

２９

２９

２９

２９

２９

２９

２４

２９

２９

２５

２７

２９

２９

２７

２７

２７

２９

２９

２９

２９

２９

２７

２９

２９

２９

２９

審議結果

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

認 定

認 定

認 定

認 定

認 定

認 定

認 定

認 定

認 定

認 定

認 定

認 定

認 定

認 定

認 定

認 定

認 定

議 案 名

公の施設の指定管理者の指定について（出雲市八雲風穴公園）

公の施設の指定管理者の指定について（出雲市立木綿街道交流館）

公の施設の指定管理者の指定について（立久恵峡わかあゆの里）

公の施設の指定管理者の指定について（道の駅湯の川）

公の施設の指定管理者の指定について（宍道湖市民農園）

公の施設の指定管理者の指定について（湖陵体育センター・湖陵運動広場・湖陵総合公園）

公の施設の指定管理者の指定について（真幸ヶ丘公園）

公の施設の指定管理者の指定について（愛宕山公園（平田愛宕山野球場、
平田愛宕山プール、平田愛宕山庭球場及び平田本陣記念館以外の公園施設））

公の施設の指定管理者の指定について（斐伊川河川敷公園）

公の施設の指定管理者の指定について（斐川公園）

公の施設の指定管理者の指定について（神西親水公園）

公の施設の指定管理者の指定について（手引ヶ丘公園）

工事請負契約の締結について（出雲市デジタル式防災行政無線施設（第２期）整備工事）

備品の取得について（消防ポンプ自動車）

備品の取得について（高規格救急自動車）

財産の無償譲渡について（多伎町海洋観光開発株式会社の株式）

市道路線の廃止について

市道路線の認定について

平成２６年度（２０１４）出雲市一般会計歳入歳出決算認定について

平成２６年度（２０１４）出雲市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成２６年度（２０１４）出雲市国民健康保険橋波診療所事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成２６年度（２０１４）出雲市診療所事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成２６年度（２０１４）出雲市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成２６年度（２０１４）出雲市介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成２６年度（２０１４）出雲市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成２６年度（２０１４）出雲市下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成２６年度（２０１４）出雲市農業・漁業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成２６年度（２０１４）出雲市浄化槽設置事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成２６年度（２０１４）出雲市風力発電事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成２６年度（２０１４）出雲市ご縁ネット事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成２６年度（２０１４）出雲市企業用地造成事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成２６年度（２０１４）出雲市駐車場事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成２６年度（２０１４）出雲市住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成２６年度（２０１４）出雲市高野令一育英奨学事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成２６年度（２０１４）出雲市廃棄物発電事業特別会計歳入歳出決算認定について

番 号

議第４４号

議第４５号

議第４６号

議第４７号

議第４８号

議第４９号

議第５０号

議第５１号

議第５２号

議第５３号

議第５４号

議第５５号

議第５６号

議第５７号

議第５８号

議第５９号

議第６０号

議第６１号

認第１号

認第２号

認第３号

認第４号

認第５号

認第６号

認第７号

認第８号

認第９号

認第１０号

認第１１号

認第１２号

認第１３号

認第１４号

認第１５号

認第１６号

認第１７号

採採決決のの結結果果
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広

報

委

員

会

８
月
２６
日
〜
２７
日

議
会
広
報
に
つ
い
て
の
研
修
を
受
け
ま
し
た

８
月
２６
日
、
２７
日
と
議
会
広
報
委

員
会
の
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

初
日
は
大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー
ビ

ル
を
会
場
に
、
講
師
と
し
て
議
会
制

度
研
究
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
野
村
稔
氏

か
ら
議
会
広
報
を
め
ぐ
る
問
題
対
応

に
つ
い
て
研
修
を
受
け
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
兵
庫
県
猪
名
川
町
議

会
の
広
報
特
別
委
員
会
と
広
報
紙
面

作
成
に
あ
た
っ
て
の
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。
猪
名
川
町
議
会
の
広
報

委
員
は
定
数
８
人
に
対
し
現
在
６
人

で
対
応
し
、
紙
面
作
成
に
つ
い
て
は

す
べ
て
議
員
の
手
作
り
で
、
議
会
事

務
局
は
、
ほ
と
ん
ど
携
わ
っ
て
い
な

い
と
の
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と
で
し
た
。
し
た
が
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紙
面
割
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ス
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原
稿
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当
者
の
決
定
、
レ
イ
ア
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。
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。
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学
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い
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す
。
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反
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賛

賛
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賛

反

賛

賛

賛

反

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

湯
淺
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賛

賛
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賛
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賛
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賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

大
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治

賛

賛

賛

反

賛

賛

賛

反

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

番 号

認第１８号

認第１９号

請願第５号

請願第６号

請願第７号

請願第８号

請願第９号

請願第１０号

陳情第４号

陳情第５号

陳情第６号

陳情第７号

陳情第８号

陳情第９号

意見書第２号

採採決決のの結結果果・・行行政政視視察察報報告告

『賛』…賛成、『反』…反対、『－』…欠席・棄権、『除斥』…議案と一定の利害関係を有する議員は、採決の際に退席することになっています。

猪名川町議会広報特別委員会との意見交換の様子（猪名川町）
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出 雲 市 議 会 市 政 調 査 研 究 会
出雲市議会では、市の主要事業などについて独自に調査研究を行うため、下表の７つの協議会
からなる「市政調査研究会」を設置しています。

事業内容
・市内の県管理河川の改修計画について
・新内藤川・赤川の改修計画および進ちょく状況について
・堀川の不法係留対策および改修の促進について

・国道、県道の整備状況の把握と整備および改修の進ちょく・遂行への要望活動について
・優先的事項の国、県への要望活動について

・水産物の６次産業化・ブランド化について
・内水面漁業について
・新年度の水産業施策について

・みんなでつくる出雲の森事業について
・林業３Ｆ事業について
・森林・山林多面的機能発揮対策事業について
・緑の募金・みーもの森づくり事業について
・木質バイオマスについて
・治山事業について

・地域医療構想について
・地域包括ケアシステムについて

・トキ分散飼育事業について
・トキ公開基準・検討会議について
・地域・住民と行政および議会の協働によるトキを活かしたまちづくり推進について

・斐伊川・神戸川治水対策事業（大橋川拡幅を含む）の進ちょく状況について

名 称
県河川対策協議会

国県道対策協議会

水産・漁業対策協議会

森林・林産業対策協議会

地域医療福祉協議会

トキ協議会

斐伊川・神戸川沿川対策協議会

反
対

２

０

０

７

０

０

２

７

０

０

０

２

２

０

０

賛
成

２７

２９

２４

２２

２９

２９

２７

２２

２８

２９

２９

２７

２７

２９

２９

審議結果

原案可決
及び認定

認 定

採 択

不 採 択

採 択

採 択

趣旨採択

不 採 択

採 択

採 択

採 択

趣旨採択

趣旨採択

採 択

原案可決

議 案 名

平成２６年度（２０１４）出雲市水道事業会計未処分利益剰余金の処分及び
平成２６年度（２０１４）出雲市水道事業会計決算認定について

平成２６年度（２０１４）出雲市病院事業会計決算認定について

２０１６年度（平成２８年度）私立認可保育所（園）関係予算等についての請願

「安全保障関連法案の廃案を求める意見書」の提出を要請する請願

環太平洋パートナーシップ（TPP）協定に関する意見書を政府等に提出することを求める請願

環太平洋パートナーシップ（TPP）協定に関する意見書を政府等に提出することを求める請願

後期高齢者医療制度の保険料の軽減特例の継続をすることを求める意見書を国に提出することを求める請願

島根原発の稼働・再稼働に反対し再生可能エネルギーの飛躍的な普及を求める請願

出雲市農業振興施策確立に関する陳情

高浜幼稚園移転新築に関する陳情

高浜幼稚園における預かり保育の実施に関する陳情

出雲プールの廃止反対に関する陳情

子どもの保育料の負担軽減を求める陳情

病児・病後児保育の施設の拡充と利用条件の緩和を求める陳情

環太平洋パートナーシップ（TPP）協定に関する意見書

番 号

認第１８号

認第１９号

請願第５号

請願第６号

請願第７号

請願第８号

請願第９号

請願第１０号

陳情第４号

陳情第５号

陳情第６号

陳情第７号

陳情第８号

陳情第９号

意見書第２号

採採決決のの結結果果・・市市議議会会のの取取りり組組みみ



編集後記

28いずも市議会だより 42号

議会に関してのお問い合わせは

　市議会だよりにお気づきの点がございましたらご意見をお寄せ
ください。より充実した紙面づくりの参考とさせていただきます。

出 雲 市 議 会 事 務 局

TEL：（0853）21-6246  FAX：（0853）21-6251
URL：http://www.city.izumo.shimane.jp/gikai
メール：gikai@city.izumo.shimane.jp/

本誌は地球環境に優しい植物油インキを
使用しております。

〒693-8530  出雲市今市町70

議
会
傍
聴
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か

　

地
方
創
生
へ
向
け
た
、
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
と
総
合
戦
略
が
各
地
で
ま
と
め
ら
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
。
出
雲
市
で
は『
出
雲

市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略「
げ
ん
き
、
や
さ
し
さ
、
し
あ
わ
せ

あ
ふ
れ
る
縁
結
び
の
ま
ち
出
雲
」を
め

ざ
し
て
』が
ま
と
め
ら
れ
、
９
月
議
会

に
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
０
６
０
年
の
市
の
人
口
予
測
が
11

万
人
程
度
と
さ
れ
る
の
に
対
し
、
15
万

人
台
を
維
持
さ
せ
よ
う
と
い
う
の
が
、

出
雲
市
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
す
。

　

現
在
の
17
万
人
程
度
か
ら
、
２
万
人

減
で
済
む
の
か
、
６
万
人
減
ら
す
の
か

で
は
、
市
の
様
相
は
全
く
違
う
も
の
と

な
る
で
し
ょ
う
。

　

国
か
ら
の
補
助
金
な
ど
を
前
提
と
し

た
待
ち
の
姿
勢
で
は
地
方
創
生
が
結
実

し
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
地
域
が

い
か
に
知
恵
を
絞
り
汗
を
か
く
か
が
問

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　

広
報
委
員
会
副
委
員
長

（
湯
淺　

啓
史
）

広
報
委
員
会

渡
部
　
　
勝

湯
淺
　
啓
史

大
谷
　
良
治

岸
　
　
道
三

寺
本
　
淳
一

井
原
　
　
優

伊
藤
　
繁
満

保
科
　
孝
充

多
々
納
剛
人

坂
根
　
　
守

勝
部
　
順
子

板
倉
　
明
弘

長
廻
　
利
行

委
員
長

副
委
員
長

委
　
　
員

委
　
　
員

委
　
　
員

委
　
　
員

委
　
　
員

委
　
　
員

委
　
　
員

委
　
　
員

委
　
　
員

委
　
　
員

委
　
　
員

　

出
雲
市
議
会
で
は
、
本
会
議
お
よ
び
委
員
会
は
、
原
則
公

開
し
て
い
ま
す
。（
た
だ
し
、
議
長
お
よ
び
委
員
長
の
判
断

に
よ
り
非
公
開
と
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

　

当
日
、
議
場
（
委
員
会
室
）
前
の
傍
聴
受
付
で
、
傍
聴
受

付
簿
に
住
所
、
氏
名
を
書
い
て
い
た
だ
く
だ
け
で
傍
聴
で
き

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　

傍
聴
席
は
、
議
場
60
席
、
委
員
会
室
10
席
程
度
あ
り
ま
す
。

事
前
の
連
絡
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
団
体
で
の
傍
聴
を
希

望
さ
れ
る
場
合
に
は
、
出
雲
市
議
会
事
務
局
ま
で
あ
ら
か
じ

め
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

本
会
議
・
委
員
会
を
傍
聴
さ
れ
る
間
、
お

子
さ
ま
を
お
預
か
り
す
る
託
児
サ
ー
ビ
ス
を

し
て
い
ま
す
。

　

託
児
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
原
則
と
し

て
希
望
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
申
込
み
が
必

要
で
す
。

　

詳
し
く
は
議
会
事
務
局
へ
お
た
ず
ね
い
た

だ
く
か
、
市
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

託
児
サ
ー
ビ
ス
を

　
　
　
　

ご
利
用
く
だ
さ
い

議員は、一部の例外を除いて、
選挙区内の人に対しての寄付は
全面的に禁止されています。

（総務省HPより）


